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提案手法の概要

コンセプト

エンコーダー部分を改良することで特許の複雑なパラメータを考慮
し且つ制御可能な特許生成モデルができる.

Figure: 6: 新しい提案モデル

提案モデルの仕様

エンコーダー部分に特許パラメータを入力とする多層 NNを適
用する

特許の複雑なパラメータ情報を特徴マップとして出力

圧縮された特許情報をデコーダーにかけることでパラメータを
考慮した特許文生成を行う
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実現のため必要なリソース

特許パラメータと正解特許のパラレルコーパス

エンコーダー・デコーダー型モデル
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1.1. 行ったこと

背景

前例がないモデルのため日本語の細かい前処理にコストを割かない
ためにも対象とする特許を英語に変更.

特許のオープンデータについて

1 クローラーの英語版への対応

2 入力パラメータの決定

3 大元のモデルの上位レイヤーの定式化

4 類似点が高い NNである seqGANの実装を参考に開発（途中）
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2.1. 英語のクロールと定式化

背景

英語の場合はストップワードやステミングのライブラリが豊富なた
め,こちらで作る必要なし

定式化

L(P, S) = −
N∑
t=1

logPt(St)

P 入力パラメータ, St 単語列
ロス関数やニューラルネットの細かい設計はまだ策定中だがとりあ
えずコンセプトとなる高レイヤーな定式化を行った.
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3.1. DBのデモと確認

デモ

ここで, 必要なパラメータを保存した DBの形とそれを表形式にし
た入力形式を確認する.
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3.1. seqGANのデモ

理由

seqGANとは非言語パラメータから言語で出力する点で似ているた
めまずはそれを facebookのリサーチャーが実装したものを参考にす
ることで入力の入れ方やネットワークの組み方を参考にしている.
seqGANがどのような入力と出力があるか体感してもらうためデモ
を行う.

Figure: 4: 神経回路網による自動画像キャプション生成
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